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海外調査で何度か足を運んでいるＮＹとシカゴ。経年

変化を記録してきた。リーマンショック以降、様々な

経済的、社会的な問題を抱えつつ、どのようにして安

全かつ快適な光環境を構築しているか、都市では大量

消費的な光環境がまだ見られるのか、近年締結された

外装照明ガイドラインや光害対策規制による変化があ

るのかを調査する。

2013.12.03-09　

田窪恭子 + 黄 思濛

世界都市調査 in New York/Chicago

ニューヨーク

■エンパイアステートからの俯瞰　　　　　　　

2005 年の調査から 8 年、その間にリーマンシ

ョックという世界的経済危機に陥ったこの都市で

はどのような光の変化が見られるだろうか。8 年

前の写真を片手にエンパイアに登ってみると明ら

かに以前より暗かった。タワーの外壁に使用して

いたハイパワーの投光器はほとんど姿を消してお

り、代わりに LED によるカラーライティングの

演出が所々見られた。強い光がなくなったことに

よって小さな窓辺の明かりが一つ一つ見えてくる

ようになり、高層ビルがそびえ立つ NY でも生活

感あふれる温かさを感じることが出来た。高層ビ

ルの窓からは 3000K の暖かい光が漏れていた。

オフィス照明は白色が未だ多い中、NY では白色

の光を拒絶しているかのようにほとんど電球色で

統一されていた。光害も明らかに減少したことで

快適な明るさを保ち、住みやすい環境になりつつ

あると感じた。

■ブルックリンからマンハッタンを見る

イーストリバーを挟んでブルックリンパークから

ロウアーマンハッタンを見るとミッドタウンやア

ップタウンと同じようにオフィスの窓辺には暖か

い電球色が灯っていた。投光器等の外壁照明があ

まり使用されていないこの地域はほぼ 8 年前の

姿のままだった。窓の灯りだけで構成された夜景

は昼間の鉄筋コンクリートの冷たい建築が立ち並

ぶ街並みとは対照的に和やかな生活感溢れる現代

都市であった。

■タイムズスクエアのメディアスクリーン

世界のエンターテイメントの中心であるタイムズ

2005 年、 明るすぎる外壁照明が目立つ。 2013 年、 LED のカラーライティングが用いられている。

2005 年、 クライスラービル周辺の外壁照明はほぼ白色だった。 2013 年、 今はカラーライティングが増えている。

ブルックリンブリッジパークからマンハッタンを見る。 オレンジの灯りで統一されている。

ブルックリンブリッジパークからロウアーマンハッタンを見る。
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■現代都市の街並み

世界の最先端を行く NY。そんなモダニズムとは

対照的に街中の街灯は意外にもナトリウム灯がほ

とんど。商業やタワーの室内でも LED が使われ

ているケースが少なく、従来光源がまだ主流とな

っていた。ここ数年で新しく出来た建物に関して

は LED ランプを使用していたが、既に設置され

ているランプを節電のために LED にリニューア

ルする傾向は見られず、一般的に普及していない

ように思えた。

チェルシーの住宅地では歩道用の照明はほとんど

無く、ショップの漏れ光や看板照明で 2-5lx と

ギリギリ歩ける照度しか取れていなかった。車

道用のナトリウム灯も 50m 間隔で設置されてお

り、直下でも 16lx という暗さだった。住宅の玄

関先や店先のブラケットが暗いの中一際目立って

いた。暮らすには落ち着いた環境だと思った。こ

のような全く正反対の表情を持っているのも NY

現代都市ならではの特徴ではないだろうか。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（黄 思濛）                                                    

■タイムズスクエアのメディアスクリーン

世界のエンターテイメントの中心であるタイムズ

スクエア。建物を覆うように取り付けられたメデ

ィアスクリーンたちは競い合うかのように強い輝

度を放ち夜空を照らしていた。深夜でもメディア

スクリーンが消えることはなく、周辺の施設も

午前 0 時を回っても営業しており、完全に NY

の眠らない街になっていた。輝くスクリーンの

明るさだけで広場のどこでも 200-300lx はあ

り、車道用のポール灯は完全に無用のものとなり、

消灯されていた。あの有名な繁華街である 5th 

Avenue は店舗内にそれぞれ個別にあるものの、

外壁に LED スクリーンらしきものはみられなか

った。条例で規制しているのだろうが、そのおか

げで統一した町並みが見られた。

■廃線高架鉄道の再生—ハイライン

1980 年に廃線となった高架鉄道が 2009 年に

空中庭園に生まれ変わって再スタートを果たし

た。昼間散歩コースとして市民に愛されている

が、夜の夜景にもいろいろな工夫が見られた。ま

ずは光源が全て 1m 以下の位置にあるというこ

と。ポール灯は一切使用されておらず、手すり照

明、低いボラードとベンチの間接照明で必要照度

を保っている。そして照明の色を統一するために

これらの光源は全て同じテープライトを使用して

いた。一定の範囲まで光を落とすために手すり照

明の傾きが通常より大きかったり、ボラードのル

ーバーが浅かったりで光源が見えていたが、照明

に詳しくない利用者達からすれば、細かいことは

気にならないのではないだろうか。それよりも全

体的にリラックス出来る雰囲気と途中にあるプロ

ジェクションやアベニューを見下ろせる大階段等

のアクティブな要素が、夜間でも利用者が絶えな

い理由となっているのだろう。

深夜でも人が後を絶たないタイムズスクエア

タイムズスクエアの特徴的な交番。

チェルシー住宅街

ハイラインの照明、 全て目線より下に光源がある。

911 メモリアル、 3000K の光で照らされたプールはシンプルだが厳

粛な雰囲気を創り出していた。 敷地内の公園は 10 ｌｘにも満たない

環境で。 流れ行く水と被害者の名前だけが暗闇の中で光っていた。
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シカゴ

■　慣習的な都市の明り

前回の 1995 年の調査から 18 年もの時が経っ

ていたが、シカゴの夜は相も変わらず黄金色に染

まっていた。Wills Tower の 103 階から眺めた

景色は、高圧ナトリウム灯の街路灯で街並み全体

が煌々と照らされていた。下の二枚の写真で比較

してみても、ほとんど違いがない。その広大さに

圧倒されるも、綺麗とは思えないその光は闇に潜

む犯罪への恐怖から作り出されたからなのか。既

に日常になってしまったこの光環境が、人々に安

心と快適さを与え、省エネでありながら夜の町に

美しい情景を与えるよう変われたらなと思った。

■　町中の風景

シカゴの中心地、N Michigan Ave. の歩道で照

度を測定をしてみた。街路灯は洒落たレトロなデ

ザインが施されているが、拡散タイプのランプを

使用しているので、道路のいたるところを照らし

ていた。クラシカルな建物の低層部に設置してあ

るファサード照明はこの街路灯の影響を受け、ま

ったく目立たない。照度は直下で 105Lux、街

路灯の中間点で 56Lux, 交差点真ん中で 80Lux

と高い数値が出た。この明るさだから私は安心感

を感じるのだろうか、確かに怖さは感じない。け

れど、それは夜でも公園ではアートが照らされて

いたり、クリスマスシーズンで街中ではライトア

ップされ、建物もデコレーションされていたり、

バザールなどの催しが行われていたりと、夜の街

で活気が感じられたからだと思う。

シカゴは素敵な要素がいっぱいあるので、きっと

ドラマティックな夜の街に変わる日もそう遠くな

いのではないかと思った。　　　　　（田窪恭子）

Willis Tower 東からの俯瞰撮影　2013

Willis Tower 東からの俯瞰撮影　1995

Willis Tower 北からの俯瞰撮影　1995 Willis Tower 東からの俯瞰撮影　2013

Jay Pritzker Pavilion のライトアップ

N Michigan Ave. の夜景　ファサード照明はまったく目立っていない

夜の Croun FountainN Michigan Ave. のスケッチ

街中にあった光のアートシカゴ劇場前　ポール灯がクラシカルなデザインのものに変わっていた



【照明探偵団の活動は以下の 18 社にご協賛頂いております。】

ルートロンアスカ株式会社　

岩崎電気株式会社　　

カラーキネティクス ･ ジャパン株式会社　

パナソニック電工株式会社　

株式会社 YAMAGIWA

マックスレイ株式会社

DN ライティング株式会社　

エルコライティング株式会社　

東芝ライテック株式会社　

コイズミ照明株式会社

マーチンプロフェッショナルジャパン株式会社

タルジェッテイ　ポールセン　ジャパン株式会社

株式会社遠藤照明

湘南工作販売株式会社

トキ ・ コーポレーション株式会社

山田照明株式会社　

株式会社モデュレックス

三菱電機照明株式会社

探偵団通信に関してのご意見 ・ ご感想等随時受付中です！

お気軽に事務局までご連絡ください。
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